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１．事業概要

【地域が抱える課題】

冬期間、除雪協力業者に対する除雪出動要請は、通勤通学時間帯の交通に支障

が出ないよう、降雪予想日の深夜時間帯に富良野市職員及び除雪協力業者の担

当者が巡回を行い、目視による判断に基づく出動要請を行っています。従来の積

雪深センサーによる積雪量計測は、計測地における“点”計測となり、“吹き溜ま

り”や“わだち”による不陸が生じた場合などは自動判断が困難であるといった課

題が生じていました。

【解決策】

出動判断を行う計測地点に状況確認用Webカメラと積雪深センサーを設置。

AI画像解析により積雪状況を面的に把握。出動要否判定及び出動要請のアルゴ

リズムを確立することで、深夜時間帯の巡回作業に係る負担軽減を目指しました。

２．システム開発・試作機設置

Webカメラ
レーザー型センサー
ミリ波センサー

富良野市が、除雪機械の位置情報・稼働時間集計管理に運用するSaaS型システム「富良野市除雪管理システム」内に現地映像及び計測結果を集約する仕

組みを構築。市内3箇所に、Webカメラ・レーザー型積雪深計・ミリ波センサーのユニットを設置し計測を実施しました。

「富良野市除雪管理システム」に集約 試作機を市内3箇所に設置
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3．Webカメラによる状況把握

富良野市内3箇所に設置したWebカメラの映像は、「富良野市除雪管

理システム」から常時確認可能とし、積雪時の現地状況をリアルタイムで

確認。富良野市担当職員の感想は以下のとおりです。

（１）夜間雪予報が出ていない場合でも、横風による吹きだまりの影響が

懸念されるため毎晩深夜に起床して現地巡回を行っている。

（２）3箇所の状況を同時に確認可能であることから、特に降雪が予想さ

れていない場合はカメラでの巡回のみで判断することができた。

４．レーザー型積雪深センサーによる計測・自動発報

Webカメラユニットに接続したレーザー型（クラス１）積雪深センサーに

よる積雪量の計測は、毎時0分・30分の2回実施。

取得データをサーバに送信し、積雪深変化をグラフ化。過去6時間以内

に10cm超の積雪を計測した場合、「除雪管理システム」に登録するメー

ルアドレス宛にメール送信する機能を構築。

試験運用にて、自動発報機能が正常に動作することを確認しました。

五区十三線

朝日通

五区十九線



積雪状況監視・出動要請の自動化実証事業

５．ミリ波センサーによる点群計測

国内電波法対応済（技適取得済）の評価キットを採用。自動計測プログ

ラムを構築し自動計測。積雪有無によるセンサー計測値より、積雪深デー

タの解析を実行。

実証の結果、 積雪あり・なしの差分で評価。ミリ波センサーにて路面及

び最深積雪面を判別可能であることを確認しました。

６．AI画像解析・出動要否判定機能の構築

積雪状態の写真を入力として機械学習による画像分類（クラス分類モ

デルを採用）を行い、出動要否判定の精度解析を実施。

実証の結果、画像を取得した3箇所全体での平均正答率は66%となり

ましたが、「除雪必要」の判定については、郊外2地点（十九線・十三線）で

正答率95%以上の結果が得られました。

【Webカメラ】実装に向け、市内の積雪特性および費用対効果の評価を実施し、設置場所及び設置台数の検討を実施します。

【レーザー型積雪深センサーによる計測・自動発報】点計測である特性を考慮し、他センサーと比較検討を実施します。

【ミリ波センサーによる点群計測】追加検証とリアルタイムでの最深積雪解析アルゴリズムを構成することで社会実装を目指します。

【AI画像解析・出動要否判定機能】判定用の画像データの蓄積と判定器の精度向上により除雪出動判定システムの完成を目指します。

積雪状況の把握及び除雪出動指令は、他自治体においても同様の課題を有していることから、積雪状況を正確に把握可能なシステムを構

築し、他地域への展開を図ります。

今後の課題
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